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2026年（令和８年）
京タ協　正副会長を再選
コグニ会 スピーディ社長を講師に研修会
保険代理店契約解除の調査開始
京都日産 6年連続最優秀社長賞
◀京整振 中学生が交通局で体験学習
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人
手
不
足
や
長
期
化
す
る
中
東
情
勢

不
安
な
ど
先
行
き
不
透
明
感
が
一
層
強

く
な
っ
て
き
た
ト
ラ
ッ
ク
業
界
。
適
正

原
価
の
導
入
に
よ
る
経
営
環
境
の
改
善

が
期
待
で
き
る
半
面
、
コ
ス
ト
競
争
力

で
は
な
い
新
し
い
価
値
の
提
供
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
た
ち
ば
な

運
輸
（
京
都
市
西
京
区
）
の
吉
田
知
史

「
四
方
よ
し
」
実
現
め
ざ
す

全
体
基
調
「
緩
や
か
に
回
復
」

2
月 

個
人
消
費
が
持
ち
直
し

　

府
内
の
景
気
は
一
部
に
弱

み
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
緩

や
か
に
回
復
。
主
要
小
売
業

販
売
額
は
、
前
年
比
３
・
８

％
増
で
推
移
。
百
貨
店
、
ス

ー
パ
ー
、
家
電
も
同
様
に
前

年
を
上
回
っ
た
。

　

物
価
は
、
生
鮮
食
品
を

除
く
食
料
な
ど
が
上
昇
し

た
こ
と
で
前
年
か
ら
１
・

７
％
増
え
た
一
方
、
乗
用

車
の
新
車
登
録
台
数
は
前

年
を
下
回
っ
た
（
前
年
比

６
・
７
％
減
）。
観
光
は

堅
調
に
推
移
し
、
宿
泊
客

数
、
客
室
稼
働
率
と
も
に

前
年
比
プ
ラ
ス
を
記
録
し

た
。

︱
日
銀
京
都
支
店
編
︱

どこまでも西京区愛

社
長
は
西
京
区
を
含
む
京
都
西
エ
リ
ア
が
持

つ
生
活
圏
人
口
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
注
目
。

精
密
機
械
の
運
搬
・
据
え
付
け
、
ロ
ケ
バ
ス

運
行
と
い
っ
た
業
務
と
エ
リ
ア
の
親
和
性
を

生
か
し
、
他
社
と
の
差
別
化
を
目
指
す
吉
田

社
長
は
「
こ
の
地
域
に
育
て
て
も
ら
っ
た
か

ら
こ
そ
、
今
度
は
地
域
に
恩
返
し
し
た
い
」

と
、
ど
こ
ま
で
も
西
京
区
愛
を
貫
く
。

地域との親和性生かし差別化
　
「
私
は
西
京
区
を
選
び
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
こ
で
戦

い
ま
す
か
？
」。

　

１
日
、
京
都
経
済
短
期
大

学
（
京
都
市
西
京
区
）
の
地

域
企
業
論
講
座
の
ゲ
ス
ト
講

師
に
招
か
れ
た
吉
田
社
長
は

３
０
０
人
の
学
生
を
前
に
そ

う
問
い
掛
け
た
。

会
社
の
未
来
き
め
る
の
は
「
人
」

京
都
オ
ー
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
㈱
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

暑
中
お
見
舞
い
・
夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
特
集
号

　

同
講
座
は
、
事
業
の
面
白

み
や
中
小
企
業
な
ら
で
は
の

独
自
性
、
地
域
で
事
業
を
営

む
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

な
ど
に
つ
い
て
地
元
企
業
の

ト
ッ
プ
か
ら
学
ぶ
の
が
狙

い
。
今
回
は
「
な
ぜ
私
は
西

京
区
か
ら
出
な
い
の
か
～
地

域
企
業
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

か
ら
考
え
る

京
都
の
未
来

～
」
と
題
し

行
わ
れ
、
吉

田
社
長
は
70

分
間
、
物
流

や
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
に
つ

い
て
持
論
を

展
開
し
た
。

　

学
生
か
ら

は
送
料
無
料

や
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
活

用
に
よ
る
効
率
化
な
ど
に

つ
い
て
の
考
え
方
を
尋
ね

ら
れ
、
吉
田
社
長
は
「
Ａ
Ｉ

で
自
動
運
転
は
可
能
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
Ｄ
Ｘ
（
デ

地
域
企
業
こ
そ
地
域
経
済

雇
用
を
生
み
人
を
育
て
る

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）
化
で
事
務
職
の

作
業
負
担
も
軽
減
す
る
だ
ろ

う
が
、
人
が
介
在
す
る
こ
と

で
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
多

い
」
と
丁
寧
に
答
え
た
。

京
都
西
エ
リ
ア

採
用
圏
で
あ
り
生
活
圏

　

同
社
は
１
９
５
８
年
に
設

立
。
撮
影
機
材
の
運
搬
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
精
密

機
械
の
運
搬
・
据
え
付
け
、

分
解
・
組
み
立
て
、
ロ
ケ
バ

ス
運
行
な
ど
幅
広
い
物
流
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
お
り
、

設
立
以
来
、
地
域
に
根
差
し

た
経
営
姿
勢
は
崩
さ
な
い
。

　

企
業
は
地
域
に
育
て
ら

れ
、
地
域
は
企
業
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
る
―
―
。
吉
田
社

長
の
い
う
地
域
、
西
京
区

は
人
口
約
15
万
人
。
そ
こ
に

右
京
区
、
向
日
市
、
長
岡
京

市
、
亀
岡
市
と
い
っ
た
京
都

西
エ
リ
ア
の
人
口
を
合
わ
せ

る
と
57
万
４
６
０
０
人
と
府

の
人
口
（
約
２
５
０
万
人
）

に
占
め
る
割
合
が
23
％
近
く

ま
で
高
ま
る
。

　
「
わ
が
社
に
と
っ
て
採
用

圏
で
あ
り
生
活
圏
」
と
、
西

京
区
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア

の
潜
在
能
力
の
高
さ
に
着

目
。
太
秦
や
嵐
山
、
保
津

峡
・
亀
岡
や
京
都
撮
影
所
が

近
い
た
め
ロ
ケ
・
観
光
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
多
く
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
存
在
す
る
ほ

か
、
ロ
ケ
機
材
の
輸
送
、
サ

ポ
ー
ト
と
い
っ
た
強
み
が
生

か
せ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

さ
ら
に
、
精
密
機
械
・
先

端
産
業
の
集
積
地
で
あ
り
、

高
品
質
な
物
流
ニ
ー
ズ
が
多

く
安
定
し
た
仕
事
が
あ
る
―

―
と
魅
力
を
挙
げ
、「
人
口

減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
や
採
用
力
、
地
域
の

魅
力
を
考
え
る
と
、
西
京
区

は
自
社
の
特
徴
を
発
揮
で
き

る
環
境
が
整
っ
て
お
り
、
西

京
区
に
根
差
し
て
未
来
を
つ

く
る
」
と
目
を
光
ら
せ
る
。

　

都
市
型
物
流
拠
点
が
増
え

て
き
た
と
は
い
え
、
物
流
拠

点
は
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
や
工
業
団

地
、
港
湾
エ
リ
ア
に
多
い
。

し
か
し
、
働
く
側
か
ら
み
た

場
合
、「
会
社
の
位
置
は
住

居
に
近
く
、
通
勤
時
間
は
短

い
方
が
よ
い
」（
吉
田
社
長
）

と
の
考
え
か
ら
、「
会
社
は

荷
物
の
近
く
よ
り
人
の
近
く

に
あ
る
こ
と
も
重

要
」
と
、
西
京
区

に
本
社
を
置
く
意

味
を
強
調
す
る
。

　
「
地
域
企
業
は

地
域
で
雇
用
を
生

み
、
地
域
で
税
金

を
納
め
、
地
域
で

人
を
育
て
、
地
域

の
未
来
を
つ
く
る

企
業
」
と
今
後
も

地
域
密
着
型
の
企

業
と
し
て
の
成
長

戦
略
を
描
く
。

　

吉
田
社
長
は
「
自
動
運
転

ト
ラ
ッ
ク
や
ド
ロ
ー
ン
（
小

型
無
人
機
）
配
送
、
ロ
ボ
ッ

ト
、
自
動
倉
庫
な
ど
自
動

化
・
デ
ジ
タ
ル
化
で
物
流

は
進
化
す
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
品
質
や
提
案
力
、
信

頼
、
人
と
の
関
係
な
ど
人
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
も
多

く
、
人
の
価
値
は
な
く
な
ら

な
い
と
思
う
」
と
物
流
会
社

の
未
来
を
決
め
る
の
は
間
違

い
な
く
「
人
」
だ
と
い
う
。

　
「
人
が
働
き
た
い
会
社
、

人
が
集
ま
る
地
域
を
つ
く
る

こ
と
が
地
域
企
業
の
役
割
」

と
し
た
上
で
、
た
ち
ば
な
運

輸
を
物
流
拠
点
で
は
な
く
、

人
材
拠
点
と
位
置
付
け
る
。

　
「
京
都
経
済
は
、
観
光
は

も
と
よ
り
、
半
導
体
、
精
密

機
械
、
電
子
部
品
分
野
の
世

界
的
企
業
は
あ
る
も
の
の
、

本
社
機
能
だ
け
で
工
場
は
府

内
に
少
な
い
。
し
か
し
、
周

り
に
は
多
く
の
数
の
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
が
存
在
し
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
中
小
企
業
。
そ
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給

網
）
の
物
流
も
中
小
の
物
流

業
者
が
支
え
て
い
る
。
地
域

企
業
こ
そ
地
域
経
済
そ
の
も

の
。
物
流
を
通
じ
て
、
地
域

の
暮
ら
し
と
産
業
を
支
え
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で

い
く
」

300人の学生を前に持論を展開する吉田社長

たちばな運輸/吉田社長


